
高齢・障害施設

高齢者・障害者施設 

●高齢者・障害者施設において、マスクや
消毒液等の医療資器材の備蓄状況や、職
員の確保状況など、施設の状況を登録 

●地震や風水害等の災害時は、建物被害、
ライフラインや通信手段の状況や、二次
避難所においては開設の可否・受入可能
人数等を登録 

●各施設からの登録状況は、各施設間で閲
覧可能とし、閲覧した内容をもとに、相
互支援を実施(想定)

市本庁・区役所 

●各施設からの登録情報を確認 

●登録された情報を集計し、一覧表、各種
データ等を作成 

●集計データをもとに、対策を立案・実施

●災害時には、関係機関等に報告、支援要
請等を実施（将来） 

 ⇒①市域内での相互支援等 
  ②県域内での相互支援等 
  ③広域支援を要請し、人員、物資等の

最適配分・支援を実施

関係機関等

【高齢者・障害者施設情報共有システム】高齢者・障害者施設情報共有システムの構築
１ 経過・概要 

●新型コロナウイルス感染症について、特に高齢者や基
礎疾患のある方では重症化するリスクが高く、高齢
者・障害者施設でのクラスターの発生が懸念される
が、第１波の際に、マスクや消毒液などの医療資器材
が不足。 
●令和元年東日本台風では、各施設の被災状況の把握等
に課題を残した。 
●このため、令和 3年度よりリニューアルされる市総合
防災情報システムにおける災害情報共有システムの
拡張により、高齢者・障害者施設情報共有システムを
構築し、当該施設の被災状況、備蓄物資の管理、関係
各所との連絡、状況共有を行うとともに、二次避難所
においては、開設の可否や受け入れ可能人数等の管理
等を行う。 
●災害時においては、市域における福祉の一元的な調整
を担う「（仮）災害時福祉調整本部」にて、本システム
を活用し、二次避難所の開設・運営をはじめ、施設へ
の支援や、受援調整等を実施する。 

２ 接続対象施設 

  高齢者・障害者施設等 5,600施設 

３ 見積額 

初期構築費用（令和３年度） 
   24,167千円（税込） 
※保守運用費用（令和４年以降） 
5,005 千円/年（税込）

※他都市システム導入状況 

・導入済 横浜市 
・未導入 相模原市、千葉市、さいたま市

避難所管理

備蓄物資管理

被害とりまとめ

GIS機能

被害情報機能 

指示・連絡

基本機能／管理者機能
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